
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１２６号 発行 ：医療法人 貴和会 

発行日：Ｈ３０年１０月１０日 

防府市大字高井 961 番地  ℡：0835-22-0759 

E-MAIL：tousenan@iris.ocn.ne.jp 

URL：http://www.kiwakai.net 

 

/ 

当院では、この一年間入院中に亡くなられた方のご冥福をお祈りす 

 るため、毎年８月のお盆の時期に亡くなられた入院患者さんのご家族 

 をお迎えして、追悼会（ついとうえ）を開催しております。 

追悼会は本来宗教にとらわれない形で行うことが望ましいのですが 

８月１６日に浄土真宗本願寺派真宗寺より 2 名来院いただき、読経に 

よる供養とその後、参加者全員による焼香及び、仏教賛歌にてご冥福 

をお祈りいたしました。 

院長より、「患者さんは日々、色々な事を我々に教えてくださいます。 

その事から学び、治療に役立てることが我々のできる最大の供養です」 

との言葉があり、それを胸にこれからもスタッフ一同、より良い精 

神科医療の実現に向けて精進してまいります。 

 

追悼会の様子 

防府看護専門学校 看護科３年生４１名の精神看護学実習が 

約３ヶ月間に亘りありました。実習初日は、精神科特有な行動 

制限についての講義・実践を行ない、午後からは統合実習の中 

で、『医療における、人・物・金』についての講義を受けます。 

２日目からが、受け持ち患者さんとの関わりになり、「コミュ 

ニケーションがとれません」「問題点が明確になりません」と 

悩む、実習が始まります。学生は、初めは緊張の表情でいっ 

ぱいですが、終わるころには、精神科病院の雰囲気にもなれ 

笑顔で『辛かったけれども、看護師として大事な経験が出来 

ました』との感想が聞かれるようになります。「少しでも、精 

神科の看護に興味を持ってもらえるとうれしいですね」と指 

導者が話していました。 

実習始めの会の様子 



 

９月１日は防災の日です。それにちなん

で、当院でも非常食を提供する訓練が行わ

れました。日頃の給食とは違い、調理師が

食事の準備をするのではなく、看護スタッ

フが備蓄庫に行くところから始まります。

非常時を想定しているので、当然、エレベ

ーターや配膳車を使うことなく、看護スタ

ッフがコンテナを持って倉庫と病棟を行き

来しながら食事を運びました。非常食に戸

惑っている患者さんもいましたが、今年も

災害が頻発してお 

り患者さん、スタ 

ッフともども万が 

一の時の心構えが 

できたのではない 

かと思います。 

 

山口県看護協会主催の、中学生・高校

生を対象にした「１日ナース体験」の協

力病院を引き受けたところ、防府市内・

外から３校（４名）の中学生が夏休みを

利用して当院にやって来ました。内容は、

精神科の病気や看護についてのミニ講

義、病院見学、精神科デイケアでの利用

者さんとの交流を行ないました。 

『将来は看護師へ』という気持ちがあ

るだけに、プログラムへの取り組む姿勢

や、利用者への対応な 

ど大変積極的で、精 

神科に興味があると 

いう事も含め、関わ 

ったスタッフは驚い 

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業療法課は、診療部に属しており、診療部長（医師） 

と作業療法士 5名で構成されています。それぞれ精神科作 

業療法担当、精神療養病棟の生活療法担当、認知症治療病 

棟での生活機能回復訓練担当に分かれ勤務しています。 

私たち作業療法士は、患者さんに様々な活動を提供しな 

 がら患者さんの心と体の健康を援助しています。当院では 

 カラオケ、手芸や多種スポーツ活動の他にも季節に応じた 

 行事等を開催しています。準備や運営はなかなか大変です 

 が、患者さんの「頑張る」「作業は楽しい」という言葉に日々支えられながら仕事をしています。 

当院に作業療法士が入職して今年で 17 年目を迎えます。これからも患者さんの療養生活の楽

しみになるような活動を提供しつつ、基本方針の一つでもある『社会復帰のお手伝い』ができ

るよう様々な工夫を凝らしていければと思います。 

 

 

9 月 24 日は、「仲秋の名月」でしたね。当日の十五夜はあいにくの天気でしたが、翌日の十六

夜では綺麗な満月を拝むことができました。月に備えるススキには魔除けの意味もあると言いま

す。この度の災害に遭われた方々にも、心温まる月の光が届いてほしいと願うばかりです。皆さ

んのところでは、明るく見ごたえのある満月を眺めることができたでしょうか。 

 

作業療法課スタッフ 

実習の様子 


